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　「医は仁術」と言われて久しい。佐伯弘治日通学園長から頂
いた巻頭言の「仁術を育むもの」は、現在の医学教育、医療に
対する重要な指摘である。世界最高水準の平均寿命や高い保
健医療水準を獲得したとはいえ、我が国の医療制度、医療政策
はこれから順次、抜本的な見直しの時期に来ているとも考え
られる。今給黎篤弘前整形外科学主任教授の最終講義である
「運動器疾患とともに40年」は整形外科領域の多分野に大き
な礎を築かれたことがうかがわれ、本編にも同教室から総説、
原著論文各1編を頂いている。青木達哉外科学第三講座主任
教授の特別講演である「膵癌の治療」は未だ治療困難な疾患の
外科的治療と化学療法による挑戦である。そのほか原著論文4
編、症例報告、プラザ、研究会報告2報、臨床懇話会を掲載し
た。長寿社会を勝ち得たとはいえ、臨床懇話会の症例のような
医療だけでは解決できない独居高齢者が増えており、政治や
行政に委ねることなく、国民自らが高齢福祉社会のありかた
を自分自身の問題として考え直す必要がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新妻知行　記）
報告事項
1．庶務報告
　D　総会報告
　○第154回（平成16年ll月6日（土））
　　当番教室：
　　　　　　　　　講座
　　特別講演：
幹事会（要旨）（平成16年7月）
衛生学公衆衛生学講座、臨床検査医学
　　　　　　　岩本俊彦主任教授（老年病学講座）
　　　　　　　　　山本謙吾主任教授（整形外科学講座）
　　一般演題：大学院生パネル発表
　　シンポジウム：新興感染症の現況とその対応
　0第155回（平成17年6月4日（土）開催予定）
　　当番教室：免疫学講座、形成外科学講座
　　特別講演：新任主任教授　予定
　　一般演題：パネル発表　　予定
2．編集報告
　1）62巻4号：7月下旬発行予定
　2）62巻5号：初校印刷中
　3）62巻6号：投稿募集中
　4）63巻1号：投稿募；集中
　5）63巻2号：投稿募集中
　6）巻頭言（62巻4号から63巻2号）
　7）編集状況報告（62巻4号から63巻2号）
3． 臨床懇話会報告
）開催報告
　第342回（16．6．18）外科学第三講座　高木　　融　講師
　第343回（16．7．1）八王子医療センター消化器内科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　高瀬　雅久　講師
　2）開催予定
　　第341回（16．10．8）形成外科学講座　松村　一助　教授
　　第342回（16．ll．未定）口腔外科学講座（予定）
　　第343回（16．12．未定）外科学第二講座（予定）
4．その他
　1）最終講義は平成17年1月28日（金）に、総務課主管で
　　実施する予定。
　2）2003年第62巻業績集の進行状況について報告があっ
　　た。
審議事項
1．臨床懇話会の掲載問題について
　東京リライト社の速記取材辞退により、臨床懇話会の掲載
問題について種々審議した結果、現行通りの形式で掲載する
ことが承認され、早稲田速記（株）に速記依頼をすることとし
た。臨床懇話会の原稿は、臨床系の編集委員が査読し、雑誌に
は査読委員名を記載することとした。
　　　　　　　　　　医　学　会
伊　東　　　洋（会　　長）　代　田
内野野生（副会長）鈴木臼井正彦（／／）坪井石　丸　　　新（庶務幹事）　友　田
下光輝一（購・会計灘）新妻大屋敷　一　馬（編集幹事）　沼　部
水口純一郎（〃）平野J．P．バロン（〃）福江伊藤正裕（会計幹事）松岡小　西　眞　人（監　　事）　松　宮
星加明徳（〃）松本荒井貞夫（委　員）行岡飯森眞喜雄（〃）吉田遠藤任彦（〃）
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